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Fig．1． Double－im m u n o e n zym atic labelling of the
n or m al aden ohypophysis． So m efollic ulo－Steuate
くF SI c eus ar e stained with 地 主i軋J 敷
a cidic D r Otein くG F A Pla ntibodie s a s show n by
へ
r し へ ノ W もノ ー ハ 仙 へ 醐
dia min obe n zid ine mABl くbrow n stainingl， While
other FS c ells ar eim m un ostained with a nti－ker atin
a ntibtxlie s as sho w n by 4－Chloro－1－ n aPhthol
くblu e－Violet stain ingl． X300．
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Fig．1． Do uble
－irn m u n o e n zym atic labelling of the
nor m al ade n ohy pophysis ． So m efo11ic ulo－Stellate
くF SI cels a re stain ed with a nti－ker atin a ntibodies
as sho w n by dia min obe nzidin e のA Bl くbro w n
Stainingl， W hile otherF Sc ells ar eim rn u n ostain ed
with員 地 i室如阜1無．芝へ異質蕪えJ，．無望，
a ntibodies a s





Fig．3． Double壷一m u n Oe n Z叩1 atic labe11h－g Of a n on－function mg pituitary
ade n o m a． The re aregrossly tw ot与．pe S Of FScells こ On eis po sitiv efor
a nti－G F A Pantibodies as sho w nby D A Btbro w n stainging， S m all arr ow
he adl while the other is po sitiv efor anti－ke rat．in．
aJltibodie s as sho w nby
4－Chlor o－1－ naPhtholぐblu e－Violet stain ing， 1arge an．o w he adl． A few FS
c e11s くarr o wl ar edouble stained with both anti－G F A Pantibcdie s a皿d
a nti－ke ratin antibcdie s． X300．
正
F ig． 3． Do uble－im m u n oe nzym atic labelling of a n o n
－functio ning pituitary
ade n o m a． T her e ar egr o ssly tw oty pes of FS cells 二 O n eis po sitiv efor




he adl while the otheris positiv efor a nti－ G F A Pa ntibodie s a s sho w nby
4－ Chlor o－ トn aphtholくblu e－ vi0王et stainirlg， 1a rge a rr o whe adl． A fe w F S
cels くarro wl a redo uble stain ed with both anti－G F A Pa ntibodies a nd
a nti－ker atin a ntibodie s． X300．
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濾胞 星細胞くfoniculo－Ste11ate c ellン は下 垂 体前葉 に お け る 6 番目 の細胞 と し て ， 195 7年 ，
F訂qt血 訂 に よ り 発見さ れ たが ， そ の由来や 機能 に つ い て は不明な 点が 多い ． 本論文 に お い て は ， ヒ トの
正常下垂体 5例 と下垂体腺腰102例 を対象と し て ， 光顕的， 電顕 的な ら び に 免疫組織化学的 な検索 を行
い ， 濾胞星細胞 の由来や機能に つ い て 考察 した0 免疫組織化学的検索に は S．1 00蛋 白や各種 の 中間径
フ ィ ラメ ン ト蛋白に 対す る 抗体 を 用 い た ． そ の 結果 ， 正 常の下垂 体前葉 に お い て は ， 滞胞鼻紙胞 は全細
胞の 2 旬 5 ％を 占め た ． 一 方 ， 下 垂体腺腰 に お い て は ， 102例 中22例 に 濾胞星細胞 が み られ た が ， う ち 4
例で は濾胞星細胞が全細胞の 20％以上 を占め て い た ． 濾胞星細胞 は ， S－1 00蛋白や glial fib riuary a cidic
proteinくG F A PJや ケ ラ チ ン に 対す る抗体 に 陽性 を示 し たが ， 特 に 抗 ビメ ン チ ン 抗体 に 最も 強い 反応 を示
した ． G F AP と ケ ラチ ン に 対 す る免疫 2重染色 を行う と ， 源胞星 細胞 は抗 G F A P抗体 に 陽性の群 と ，
抗ケ ラチ ン抗体 に 陽性の群に 大別さ れ た ． 電顕的 に は ， 濾胞星 細胞 は 星 型 の胞体 と ， 楕 円形 の 核 を 持
ち ， 胞体内に は 多数の フ リ ー リ ボ ソ ー ム と 中間径 フ ィ ラ メ ン トが 分布 し て い た が ， 分泌顆粒は み られ な
か っ た ． 濾胞星細胞 は 3〆 － 7偶 の 細胞 が接着 し ， 濾胞 をと り 囲み ， 濾胞 に 向か い 多数 の微絨毛 と少数の
繊毛 を出 して い た ． 濾胞 は主と して顆粒状 な い し無定形の物質 であり ， 一 部 に は壊死細胞の 残淀 もみ ら
れ た ． 隣接 した濾胞星細胞間に は ， デス モ ゾ ー ム や 接着帯な どの 各種 の 細胞間接着装置が発達 し て い
た ． また ， 濾胞星細胞と腺腰細胞 と の 間に は ， ヘ ミ デ ス モ ゾ ー ム に似 た接着装置が み られ た ． こ の 接着
装置 は従来記載 され てい な い が ， り 接着斑 は濾胞星細胞側 の み に 存在す る ， 2I 細胞内線維 は凍着斑
に 向か い 平行 に 集束す る ， 3ン 濾胞星細胞 と腺腰細胞の細胞膜 は約 2 5n m の 間隔 で 互 い に 平行 に 走行
し， その 間隙は均 一 な物質 で満 た さ れ て い る ， こ とな どが特徴的 で あ っ た ． 以 上 よ り ， 濾胞 星 細胞 に
は， 抗 G F A P抗体 に 陽性で神経外胚葉由来の も の と ， 抗 ケラ チ ン抗体 に 陽性で 口 腔粘膜由来の も の の
両者が存在 す る こ とが 推定さ れ た ． ま た
，
濾胞星 細胞 は壊死 に 陥っ た腺腰細胞 の細胞残溶 を隔離 して い
る も のと推定 され た ．
Key w ords fo11iculo－ Stellate c e11， im m u n ohistcxIhemistry， pituitary aden o m a，
inter m ediate fila m e nt
下垂体前葉に は 6種類 の 細胞 が存在 し， そ の う ち 5 細胞 と は著 し く形態学的特徴 を異 に す る ． こ の細胞 は
種類は分泌顆粒 を有す る腺細胞 で あ る こ と は よ く知 ら 1 957年 ， Farquhar に よ り ラ ッ トの 下 垂 体前葉 に お い
れてい る ． 第6番目の 細胞は ， 膠質様物質を含 む濾胞 て発見 さ れ ，
L L
濾胞細胞 くfollic ular c瑚
，，
と し て 記載
をとり囲む様に 分布 し てお り
，
分泌 顆粒 を持 た ず， 腺 さ れ たが 1，， 星 型 を呈 す る た め ， 後年
l
唱 細胞くsteuate
Abbre viation s ニD A B， dia minoben zidine三 EM， electro n micros c op y ニG F A P， glial fib ri11ary
acidic protein三 H E， he m ato xylin－ e O Sin三 P A S， periodic a cid－Schiff三 P R L， prOlactin三 G H，





とも 言わ れ た
2，






称が汎用 さ れ て い る
3，
． 濾胞星 細胞 は ヒ ト の 正 常下垂
体前葉細胞の約 3 旬 5％ を占 め るが
4桝
， 下垂体腺腰 に
お い て多数の液胞星細胞が み られ た と い う 報告 はわ ず
か しか な い
棚 川
． こ れ は ， 通常 の へ マ ト キ シ リ ン ー エ
オ ジ ン くhe m ato xylin－ e OSin． H El 染色に よ る 光顕的観
察で は濾胞星細胞 を同定す る こ と は 困難である た め と
思 われ る
11
． しか し， 1980年 ， Nak房血 a ら8，が濾胞星 細
胞 は免疫組織化学的 に 抗 S－1 00 蛋白抗体 に 陽性である
こ と を報告 して 以来 ， 光顧的に も濾胞星細胞 を同定す
る こ と が 容易 に な っ た ． そ の 後 ， 濾 胞 星 細胞 は 抗
glial fibrnlarya cidic proteinくGF A Pl抗体 に も陽性 を呈
す る こ と よ り 珊 ， 神経外胚葉由来である こ とが 示 唆さ
れ た ． 本研究 に お い て は ， 濾胞 星細胞 の由来 と機能 を
知 るた め に ， 正 常下垂体 お よ び下 垂 体腺腫 に 対 し， 光
顕 臥 電鋳的検索 ， な らび に 抗中間径 フ ィ ラ メ ン ト蛋
白抗体 を用い た 免疫組織化学的検索 を行 っ た ．
対象 お よ び方法
1970年 か ら1986年 に か け て ， 死 後早期 の剖検時 に 採
取 した 正 常下垂体 5例 と ， 手術 時に 採取 した下垂体腺
腫102例を検索の対象 と した ． 剖検例 の 内訳 は ， 脳 出
血 1例 ， 脳腫瘍 2例 ， 脳挫傷 1例 お よ び脳梗塞 1例
で ， 25歳か ら46歳 の 男性 2例 と女性 3例 で ある ．
一
方， 下垂体腺腫の内訳 は ， プ ロ ラ ク テ ン くprolactin，
P R Ll産生腺腫1 8例 ， 成 長 ホ ル モ ン くgro wth hor mo．
n e
，
G叩 塵 生腺腫2 4例 ， 副 腎 皮質刺 激 ホ ル モ ン
くadre n tx ortic otr opicho rm O n e， A C T印 産生腺塵5軋
甲状腺刺激 ホ ル モ ン くthyroidstim ulating horm one ，
T S印 産生腺腫 1例 お よ び 非機能性下 垂 体腺腫54例
で ， 15歳 か ら8 2歳の 男性56例 と女性48例で ある ．
I ． 光顕 的観察
1 ． H E染色お よ び Pericdic a cid－SchiffくP A SI 染色
正常下垂体お よび 下垂体腺腫は ， 摘 出後 す みやか に
3．7％中性緩衝 ホ ル マ リ ン に て 固定 し た ． 型通りパ ラ
フ ィ ン に包壊 し た後 ， 厚 さ 5ノノ m の 薄切 々 片 を作製
し， H E染色 と P A S染色 を施 した －
2 ． 酵素抗体法の単染色
免疫組織化学的検索用 に 使用し た抗体 は ， ウサギの
抗 S－100蛋白 く希釈倍率 ， 112 50J， 抗 G F A Pり1
3001， 抗 ケ ラチ ン く56 K D と64 K D， 1ノ400I， 抗デス ミ
ン く1ノ501 ポ リ ク ロ ー ナ ル 抗体， お よ び マ ウ ス の抗ビ
メ ン テ ン り ハ01， 抗 ニ ュ ー ロ フ ィ ラ メ ン トく68 E D， 1
ノ501 モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 で あ る ． い ずれ も DA E O社
くSanta Barbar a， C alifo mia， U S Al よ り市販され てい
る も の を用 い た ， pe rO Xida se－ antipe ro xidas e法 により
反応 させ ， diam in d ben zidheくD A Blに て発色させ た．
以上 の 免疫組織化学的染色に お い て は ， 1次抗体を正
常 ウ サ ギ血清 に 置換 した もの を対照群 と した ．
3 ． 酵素抗体法 の 2重染色
1次抗体 と して ， 抗ケ ラチ ン ある い は抗 S－100蛋白
Fig． 1． D皿 ble －in1 m u n Oe n Zym atic labe1 ing of the
n orm al ade n ohypophysis． So m efollic ulo
－Stellate
くFSI c e11s ar e stain ed with anti瑠1ial fib ri1lary
a cidic pr oteinくG F A Pl antibodie s as sho w n by
diam inobe n zid ine くD ABl くbrow n stain ingl， While
othe rFScells ar eim m u n o stain ed with anti－ke ratin
卿tibcdie s as show n by 4
－Chlo ro－1－ n aphthol
くblu e－ Violet stainingl． x300．
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Fig．2． Aこ He m ato xylinand e o sinstain ing of a n on－fun ctio n lng pituitary ade n o m a． A
n u mbe rof folicles a re se e n a m o ng chro m ophobe ade n o m acells， butitisimpo ssible to
distinguish FS c e11sfro m ade n o m a c e11s． Bこ Radic ular cytopla s mic pro c e ss es of F Scells
in a n on－fu n ctio ning pituitary adeno m a a re血 m u n o stained with anti－S－1 00protein
antibcdie s． Cこ A nu mber of P A S－pO Sitiv efouicle s are s e e n am O ng ade n o m a c eus． Dこ
FS c ells ar eim m u n ostain ed with anti－GF A Pantibodie s． Eこ F Sc ells areim m u n o stained
with anti－ker atin antibodie s． Fこ F S cells are im m u n o stained with anti．vim e ntin
antibcdie s． A －F， X460．
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抗体に 反応さ せ ， DA Bで 発色の 後 ， 0．1M グリ シ ン 塩
酸緩衝液 pH 2．2 に て洗浄 した ． 次 に ， 2次抗体 と し
て抗 G F A P抗体 を反 応さ せ ， 4
－ ク ロ ロ 1ー－ ナ フ ト ー ル
で発色 させ た ．
王 ． 電 顛的観察
1 ． 通常電顕
標本を 1 － 2 m m 大に 切 り 出し ， 2．5％グ ル タ
ー ル
ア ル デ ヒ ドで 2時間固定 した 後 ， 1％四 酸化オ ス ミ ウ
ム で さ らに 1時間固定 した ． 型通 り脱水 した 後 ， 酸化
プ ロ ピレ ン で置換 し ， エ ボ ン812に 包埋 し た － ウ ル ト
ラ ト ー ム N OV AくL K B製作所 ， Bro m m a， Sw ede nl
に て超 薄切片 を作製し ， 酢酸 ウ ラ ニ
ー ル と鉛 の 2重染
色 を施 して ， 電 子 顕微鏡 H 牒00 型旧 立 製作所 ， 東
京1 で 観察 した ．
2 ． 免疫電顕
下垂体腺腫の小組織片 を 4％パ ラ ホ ル ム ア ル デ ヒ ド
に て 4時間固定 した後 ， 凍結包卑 し厚さ 4
－ 6 〆 m の
凍 結切片 を作製 し た ． 切 片 上 に て S
－1 00蛋 針
GF A P， ビメ ン テ ン お よび ケ ラ チ ン に 対す る抗体 を 4
0
Cで 6時間反応 させ た 後． 0 ．5％グ ル タ
ー ル ア ル デ ヒ

































応 させ た ． さ ら に ， 2％四 酸化 オ ス ミ ウ ム で 1 時軋
後固定 した後 ， エ ボ ン812に 包埋 し ， 超 薄切片 を無染
色の 状態で観察 した ．
成 績
王 ． 正 常下 垂 体前葉
1 ． 光顕的所見
H E染色 で は腺細胞 と区別 し濾胞星細胞を同定する
こ と は 不可能であり ， P A S染色で は 濾胞内容 は染色
され た が 濾胞星細胞 は染色さ れ な か っ た ． しか し， 抗
S．1 0 蛋白抗体 を用 い た 免疫組織化学的染色で は， 正
常下 垂体前葉細胞 の 2
ル 5％ に あ た る 濾胞星細胞が陽
性 を示 した ， 濾 胞星 細胞 は星 型で 細長い 突起を有し ，
通常 3 旬 7個の 細胞 が濾胞構造 を呈 して い た ． 免疫組
織化学的 2重染色 に お い て は ， 濾 胞 星 細 胞 は抗
G F AP 抗体 に 陽性の 群 と ， 抗ケ ラ チ ン抗体 に 陽性の群
の 2種類 に 大別 され た く図 い ． 抗 ビメ ン チ ン抗体 に対
して は ， 濾胞星細胞 と内皮細胞が陽性 で あ っ たが ， 抗
デス ミ ン 抗体 と抗 ニ ュ ー ロ フ ィ ラメ ン ト抗体に はいず
























































Fig． 3． Do uble
－im m u n oe n zym atic labeu ing of a n o n
－fu n ction mg p辻uita ry
aden o m a． T here ar egro s sly tw otype s of FSc ells 二 On eis p
o sitiv efo r
anti－G F AP antibcdie s a s show n by D A Bくbro w n stainging， S mal1ar ro
w
he adl wh ne the othe ris positiv efor anti
－keratinzultibodie sa s sho w nby
4－Chloro－l－ n aphtholくblu e．violet staining， 1a rge ar r O Whe
adl． A fe w FS
c eus くa rro wl ar edouble stain ed with both a nti
－ GF A Pa ntibodies and
anti－ke r atina ntibcdies． X300．
下垂体腺腫 の 液胞 星細胞
液胞星細胞の 核 は不 規則 な形 を呈 し， 核 の 辺 緑部 に
はヘ テ ロ ク ロ マ チ ンの 集積が み られ た ■ 胞体 は比 較的
中間径 フ ィ ラ メ ン トに 富 ん で い た が ， 分 泌顆粒 は み ら
れなか っ た 上 組胞質突起 は発達 して お り ， 細胞 間に は
多数の 接着装置が み られ た ■
工 ． 下 垂 体 腺腫
1 ． 光顕的所見
下垂体腺腰1 02例中22例 に 抗 S－1 00蛋白抗体 に 陽性
の濾胞星細胞が み られ た ． すな わ ち ， P R L産生腺腫 は
1 059
18伊仲 2例 に ， G H産 生腺腫は24例 中8例に ， ACT H
産 生腺腰 は 5例中1例 に ， ま た ， 非機能性下垂体腺腫
は54例 中11例 に お い て濾胞星 細胞が み ら れ た ． な か で
も ， 非機能性下垂体腺魔 の 4 例 に お い て は ， 濾胞星 細
胞が腫 瘍構成細胞の20％以 上 を占 め てい た ． H E染色
で は ， こ れ ら 4例 の う ち 2例 は嫌色素性腺歴 で あ り
，
他の 2例 は好酸性と嫌色素性 の 混合腺腫で あ っ たが ，
腺腰細胞 と濾胞 星 細胞 の 区別 は で き な か っ た く図
2－Aト 抗 S－1 00蛋 白抗体 に対 す る濾胞星細胞の 陽性部
Fig． 4－ F Sc e11s くFSl in a n o n－fu n ctio ning ade n o m a T he n u cle u sis hT egular With a m argin al
a c c u mulatio n of heter ochro m atinand the cytopla s m e xte nds slende rprくX eS Se S． E M x5，000．
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位 は ． 核お よ び 胞体 の 両者で あ っ た 個 2
． Bl． 濾胞 は
p A S染色 に 陽性で あ っ た 個 2－Cナ■ 濾胞 星細胞 は
G F A P個 2－Dlや ケ ラ チ ン 個 2AEl． ビ メ ン テ ン 個
2．F一 に 対す る抗体 に 陽性反応 を呈 し － そ の 細 胞質 突
起 は濾胞か ら 周囲の腺腰細胞の間隙 へ 放散 して い た 一
ケ ラ チ ン と GF A Pに 対す る 抗体 を用 い た 免疫組織化
学的 2重染色 で は ， 液胞星細胞 は抗 G F AP 抗体 か抗
ケ ラ チ ン 抗体の い ずれ か に 陽性 の 2 群 に 大別さ れ た
が
，




濾胞星細胞 は細長 い 星 型 を 呈 し ， 数 個 の細胞が ロ
ゼ ッ ト を形成 し濾胞 をと り囲ん で い た ． 核 は不整な楕
円形 を呈 し ， 辺 緑部 に は ヘ テ ロ ク ロ マ チ ン の 集積がみ
られ た 個 41． 胞体 内に は 多数 の 中間径 フ ィ ラ メ ント
と フ リ ー リ ボソ
ー ム が み られ た が ， 分泌顆粒 は認めら
れ なか っ た 個 5ト 濾胞星細胞 は液胞に 向か い 多数の
微絨毛 く図61 と少数 の繊毛 周 り を出 して い た ． 濾


























































































































































































































部に は壊死細胞 の 残漆 と思 わ れ る 額粒状物質も み ら れ
たく図8ト 濾胞星細胞 の 濾胞面に は 基底膜 は認 め ら
れなか っ た ． 隣接 す る濾胞星細胞間に は細胞間接着装
置が発達 して お り ， 多数 の密着帯や デ ス モ ゾ
ー ム
， 接
着帯な どが み られ た く図 9I． 濾胞星細胞 と腺腰細胞 と
の間で は ， 少数 なが ら 仁 現在ま で に 記載 さ れ た こ と の
ない ， へ ミ デ ス モ ゾ ー ム に 類似 した接着装置 が み られ
1 061
た く図10， 図11J． こ の 細胞間接着装置は ， く1ユ接着斑 が
濾胞星細胞側 の み に 存在す る ， ほさ細胞内線推 は接着斑
に 向か い 平行 に 集束 す る ， ほj相接 す る 細胞膜 は約
25n m の間隙 を保 ち つ つ
，
互 い に 平行に 走行 し ， その
間隙は均 一 な物 質で 満た さ れ て い る
，
こ と な どが 特徴
的であ っ た ．
2J 免疫電顕
Fig－ 6． F Sc eus proje cting m a ny mic r ovilliくarr o whe adslto w a rd the folucle くFl ar e C On n e Cted t。
e ach otherbyju nctio nalc o mple x e sく訂rO W SI． E M x8，000．
立Fig． 7． F Sc ens tF Sl ar eprojecting a fe w cnlia
くarr o whe adl to w a rd the follicle くFl． E M
X8，000．
濾胞 星細胞 は S－100蛋白， G F A P， ビ メ ン チ ン ， お
よ び ケ ラ チ ン に 対す る 抗体の い ずれ に 対 して も陽性所
見 を示 した ． 抗 S－10 0蛋白抗体 に 対す る反 応産物は核
お よ び胞体内に ， 瀞慢性 に み られ た － 一 方 ， G F A P，
ビ メ ン チ ン お よ び ケ ラ チ ン に 対す る抗体 の反 応産物は
胞体内に 滞慢性 に み られ た く図121■ 抗 G F A P抗体に
陽性の濾胞星細胞 と ， 抗 ケ ラチ ン 抗体に 陽性 の濾胞星
細胞 と の間 に は超微形態上 の 差異や染色性の差異はみ
ら れ な か っ た ．
考 察
濾胞星細胞 は ， 1957年 Farquha r に よ り ， ラ ッ トの
下垂体前葉 に お い て電顕的に 初 め て 観察 さ れ
1I
， さら
に ， 1969年 Be rgla nd とTora ck に よ り ヒ ト下垂体腺塵
に お い て 確認さ れ た
21
． 濾胞星細胞 の微細構造上 の 特
徴と して は以下 の 6貞が上げられ て い る ． す なわち．
川渡胞 を と り囲 む星 型 の細胞 であ る ． く2瀾 胞内器官は
少 な い ． く31分泌顆粒は認 め ら れ な い ． く4闇 胞間接着装
Fig． 8． T he fouicle c ontain s abundantf ine gra n ula
r m ateri al inte r mingled w 址 c eu
deb ris． E M x6，000．
下垂体腺腫の濾胞畳紙胞
置が発達 して い る ． 制胞体内に は 多数 の 中間径 フ ィ ラ
メ ン トが 分布す る ． く引濾胞に 向か い 多数 の 微絨毛と少
数の繊毛を出す ， な どで ある ． そ の 後 ， 濾胞星 細胞は
免疫組織化学的 に 抗 S－100蛋白抗体 の や 抗 GFA P抗
1063
僻， に 反応す る た め ， 光顕的に も同定 し得 る こ と が 報
告さ れ た ■ しか し ， 液胞星 細胞は ヒ ト正 常下 垂 体前葉
細胞の わ ずか 3 へ 5％を 占め るに す ぎず 欄 ， ま た ， 濾
胞星細胞が 多数確認さ れ た下垂体腺腰 は ， これ ま で1．0
F料 9． Ju n ctio nal c om ple x c o n n e cting FS c eus c o mpris e de s m os o m e sくar rowl， inter m ediate 5u n ctio n s
くs m an ar rO Whe adl， a nd tightju n ctio n sく1arge a rro whe adJ． E M x 5，000．
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例た ら ずし か 報告さ れ て い な い た め
2I 斬
， そ の 由来 や
機能 に つ い て は不明な点が多い ．
下垂 体は 口腔粘膜上皮に 由来 す る腺性下垂体 と ， 間
脳底 の突起 に 由来 す る神経性下 垂体 の ， 互 い に 由来 を
異に す る組織 が胎生2 ケ月日に 合体 して 出来 た器官で
ある ． 腺性下垂体 は隆起部 と前葉と中間部の 三部 に 分
け られ ， 神経性下垂体 は漏斗部 と後葉に 分け ら れ る ．
その た め ， 下垂 体前葉 に 存在す る 源胞星細胞 の由来に
つ い て は
，
く1I下垂体前葉の幹細胞で A C T H産生細胞，
く2ン胎生期原始前葉細胞 ， t31 末文明細胞 くa mb短uous
c e軋 く41ラ ト ケ 嚢胞 ， く引ラ ト ケ 裏周 辺 上 皮細胞
くepithelialc e11s lining the Rathke
，
s po u chI， な どの口
腔粘膜由来で あ る と い う 説
洲 0ト 13，
が 有力 で あ っ た ． し
か し ， 近年 ， 免疫組織化学的研究 に よ り ， 濾胞星細胞
Fig．10． There are a s eries of
L L
he mide s m os o maljuntio n s
，，
くa w o w sl betw e e nF Sc eus くFSl and



























































































は神経外胚葉由来で あ る と い う ， 全く 対 照 的 な 説 錮
が提唱され た ．
幹細胞説は ， 濾胞星 細胞が A C T H産生細胞と同様
に星 型を呈 して お り ， 両者 の微細構造が似て い る と い
う の が そ の 根 拠 で あ る ． し か し ， 濾 胞 星 細 胞 が
A C T H を産生す る と い う 仮説は ， 濾胞 星細胞 が電
的に 分泌顆粒 を持 た ず ， 免 疫 組織 化学 的 に も 抗
AC T H抗体 に 陰性 である こ と か ら 否定的 であ る ． ま
た， 濾胞星細胞が胎生期原始前葉細胞 である と の仮説
も， 胎生期原始前葉細胞 に は細胞間接着装置 や微絨毛
が少ない と い う 点で 受 け入 れ 難い ． 末文明細胞 は円形
ある い は卵円形 を呈 して い る た め ， 星 型 の濾胞星細胞
とは明ら か に 異な る ． ラ トケ 垂胞 は通常 ， 血 管 に 富ん
だ結合織性 の基質と ， 繊毛細胞 ， 非繊毛上皮細胞お よ
ぴ， 粘液細胞の 3種類 の 上皮細胞 とか ら成 るの で ， 濾
胞星細胞 と は異質の も の で ある こ と は明 ら か で ある ．
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ラ トケ糞周辺 上 皮細胞 は腔 を取り囲み ， 微絨毛 を 内腔
に 向か い 出 し ， 胞体 内に は多数の フ リ ー リ ボ ソ ー ム を
有し ， ゴ ル ジ小体や細胞間接着装置が発達 し て い る ，
ま た ， 免疫組織化学的に も抗 G F A P抗体や抗 ケ ラ チ
ン抗体 に 陽性の こ と があ り， 一 部 に は両者 に陽性の細
胞 も み られ1 弔， 濾胞星細胞 に き わ め て似て い る ． し か
し， ヒ トで は ラ トケ糞周辺上皮細胞は下垂体中間案 に
分布す る の に 対 し， 濾胞星細胞 は下垂体前葉に 分布 し
てお り ， ラ トケ 襲周辺上皮細胞の 形は属平である の に
対 して ， 濾胞星 細胞 は星 型 で あ ると い う 明ら か な差異
がある ．
一 方， 濾胞星 細胞が神経外胚葉由来である と い う説
の 根拠は
， 濾胞星細胞が免疫組織化学的に 抗 S－1 00蛋
白抗体8や ， 抗 G F A P抗体9一に陽性 で ある と い う こ と
に ある ． 近年 ． 濾胞星細胞 に つ い て は多数の免疫組織
化学的研究が なさ れ て い るが ， 本研究 で 示 し た如 く
，
Fig．11． Cytoplas mic fila m e ntsくa 汀O W SJ ar eass embling inparalle to the atta chm e nt plaqu e
Of－Lhemide s m os o malju n ction s
，，
． E M x40，000．
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濾胞星細胞が上 皮性抗原で ある ケ ラ チ ン に 陽性で あ る
と の報告 は今 まで に Kaspe r ら
15，の もの しか な い ． ケ
ラ チ ン は上 皮性組織 に み ら れ る 中間径 フ ィ ラ メ ン ト
で ， 多数 の ポ リ ペ プ チ ド か ら 成 る ． そ の た め ，
40へ 701 心の 異な っ た分子 量の ． 10数種類の ケラ チ ン
が 存在す る 旭 ． 下垂 体前葉細胞や腺腰細胞 に み ら れ る
ケ ラチ ン は 40へ 56k Dの 低 分子量群 で あ り ， 56k Dと
64k Dよ り な る 高分 子 量群 の ケ ラ チ ン は み ら れ な
い 17 欄
本研 究に お い て は， 正 常下垂 体前葉 に お い て も下垂
体腺腰 に お い ても ， 濾胞星 細胞 は抗 G F A P抗体 に 陽
性 を示 す も の と ， 抗ケ ラ チ ンく高分子量召判抗体に 陽性
を示 す も の の 2 種嬢が存在す る こ と が 明 ら か と な っ
た ． 下垂体 は口腔粘膜上皮に 由来 す る腺性下垂体 と ，
間脳底 の突起に 由来す る神経性下垂体 の ， 由来の 異 な
る組織 が合体 して 出来た器官である ． したが っ て ， 濾
胞星 細胞 に 抗 S－1 00蛋白抗体 や抗 G F A P抗体に 陽性
で神経外胚葉 に 由来す る と思わ れ る も の と ， 抗ケ ラ チ
ン 抗体 に 陽性 で 上 皮性つ ま り 口腔粘膜 に 由来す る と 思
わ れ るも の の 両者が 存在す る こ と は発生上不思議な こ
と で は ない ． 従来 の報告で は ， G FA Pと ケ ラ チ ン が 同
一 の 細 胞 に 認 め ら れ る こ と は き わ め て 稀 で あ る
が
15 脚 ，
， 本研究 に お い て は両者共 に陽性 で あ る滞胞星
Fig．12． A n o n．fu n ctioning aden o m atre ated with
a nti．G F A Pantis e ru m． lm m u n o re a ction prcdu －
cts a re co nf ined to the perin u cle a r cytopla sm of
a F Sc ell． E M x 6，000．
． 花
細胞 が ， 少数 な が ら
一 部 の 下垂体腺腫 に お い て認めら
れ た ． 中間径 フ ィ ラ メ ン ト蛋白 の ア ミ ノ 酸配列は ， 互
い に 類似 して お り， 3個 の 非ら せ ん構造 ドメ イ ンの間
に は さ まれ た ど ヘ リ ッ ク ス に 富む 2個 の らせ ん構造ド
メ イ ン は ， 特 に ホ モ ロ ジ ー が 高 い こ と が し られ て い
る
31
． した が っ て ， 抗 G F A P抗体が ケ ラ チ ン と ， ある
い は抗 ケ ラ チ ン 抗体が G F A P と交叉 反応 を お こ した
可能性 は完全に は否定出来 な い ．
本研 究に お い て は ， 抗 ビメ ン チ ン 抗体 に 対 して も最
も 多く の 濾胞星 細胞が陽性 を示 した ． ビメ ン テ ン は間
葉系細胞の特異抗原 で あ り ， 線 推芽細胞 や ク モ 膜細
胞 ， 髄膜腰紐胞 ． 平滑筋細胞な どに 存在す る とさ れて
い る ． 通常 ， 上 皮細胞 に は ビメ ン チ ン は 認め られ ない
が
，
唾液腺混合腺腫 の異形性筋上皮細胞 に お い てはビ
メ ン テ ン が み られ た と の 報 告があ る27I． 濾胞星 細胞に
お い て は ， H8flerら
5，が G F A P と ビメン チ ンが 同 d 細
胞 に 存在す る こ と を示 した ． 同
一 細胞 に お い て， 2種
類の 中間系 フ ィ ラ メ ン トが 存在す る 時， そ の
一 方はビ
メ ン テ ン で あ る と言わ れ て い る
2 脚
． 本研究 に お い て，
濾胞星 細胞 が抗 ビメ ン テ ン抗体 に 陽性 を示 した こ とよ
り ， 濾胞星細胞 は 2種類 の 中間系 フ ィ ラ メ ン トを有し
て い る こ と が 示 唆さ れ た ．
濾胞星細胞の機能 に つ い て は ， 以下 の 如く幾つ かの
仮説が提唱さ れ て い る ． す な わ ち ， く11前葉細胞の 幹細
胞で ある とす る説 叫 ，く2ン支持細胞であ る とす る説
31リ31
イ オ ン 輸送 に 関与す る と い う 説
32－
， 刷腺細胞 の ホ ル モ
ン分泌 を補助 す る と い う 説
331
， は1食作用 を有 す る と い
う 説帥 ， く61血管内皮細胞成長因子 を産生 し血管増生に
関与す る と い う 説
3 引
， 旧線推芽細胞成長因子 を産生す
る と い う 説 御 な どで ある ． 本研究 に お い て は ， 濾胞星
細胞が多数 み られ た 下垂 体腺腰 の 4例 は い ずれ も非機
能性であ り ， ホ ル モ ン 産 生細胞 と の 関係 は否定的で
あっ た ． ま た ， これ らの 4例 は ， 組織学的に 血管増生
は み ら れ ず， 少 な く と も下垂 体腺腫 に お い て は液胞星
細胞 と血管増生と は 関係 が無 い よう に 思 えた ． 本研究
に お い て は ， 濾胞星細胞 の 超微形態上 の 特徴と して －
く1憾 胞星 細胞が とり 囲む 濾胞内容物 は ， 壊死 細胞の残
漆 と顆粒状物質 で あ り ， く2瀧胞星細胞 と腺腰細胞の間
に は へ ミ デ ス モ ゾ ー ム 様 の接着装置が み ら れ た ． 腺細
胞 は ， そ れ自 身の ホ ル モ ン顧粒 を分解 し得る蛋白分解
酵素を有 して い る た め ， 壊死 に 陥 っ た腺細胞が腺細胞
間に 分布す る と ， 正 常の 腺細胞が分泌 した ホ ル モ ン額
粒が 分解さ れ る お そ れ が あ る ． し た が っ て ， 濾胞星細
胞 は ， 壊死 に 陥 っ た 腺細胞や腺腰紐胞 が放出する蛋白
分解酵素 を他 の 細胞 と接触 しな い よ う に ， 細胞残漆を
隔離 して い る も の と推定 され た ．
下垂体腺魔の濾胞星細胞
結 論
剖検時に 採取さ れ た と 卜正 常下垂体 ， お よ び手術時
に採取さ れ た ヒ ト下垂 体腺腰に お け る濾胞星細胞 に つ
いて ， 光頭 軌 電頭的な らび に 免疫組織化学的 な検索
を行い ， そ の 由来と 機能 に つ い て考察 し た ．
1 ． 濾胞星 細胞 は抗 G F A P抗体 に 陽性の細胞群 と
抗ケラ チ ン抗体 に 陽性 の 細胞群 の 2種類 に 大別 さ れ
た ．
2 ． 濾胞星 細胞 は濾胞 をと り 囲み ， 濾胞 内に は無定
形物質と ， 壊死 細胞の 残澄と思わ れ る頼粒状物質が認
められ た ．
3 ． 濾胞星 細胞 と腺腰細胞 と の 間 に は へ ミ デ ス モ
ゾ ー ム 様の 細胞間接着装置が認め ら れ た ．
以上 の 所見 は ， 濾胞星 細胞が神経外胚葉由来 と 口 腔
粘膜由来の両者 の 細胞群 よ りな り ， 壊死 に 陥っ た腺腰
細胞をと り囲み周 囲の 細胞か ら 隔離す る機能 を有 す る
こと を示 唆す る ．
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